
スーパーグローバル大学創成支援（タイプＢ）熊本大学 取組概要

１．構想の概要





国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 「グローバル教育カレッジ」の設置と教育のグローバル化

教育のグローバル化を加速的に展開していくために、グローバル教育の支援
及び留学生のトータルケアなどを担う「グローバル教育カレッジ」を創設。
「グローバル人材教育センター」では、日本人学生向けの新派遣プログラム
（米国）導入、英語による教養・リベラルアーツ科目（グローバル科目）の
開発を進め、英語による短期留学プログラム（受入）の強化と教養教育への
導入に着手した。「オープン教育センター」では、県内のSSH採択校への海外
研修サポートなど、早期グローバル教育の機会を提供した。

○ 留学生受入拡大に向けたプロモーションビデオを制作

熊本大学の留学生や地域市民らの参加･協力を得て、留学生誘致を強化
するために多言語のプロモーションビデオを新たに制作した。SGU事業専
用のホームページで公開するとともに、交流協定校への訪問や各種留学
フェア等の行事において積極的に活用した。
動画URL: www.c3.kumamoto-u.ac.jp/kumadai/movie/

ガバナンス改革関連

○ SGU事業の推進と大学のグローバル化に向けた新組織の設置
学長を機構長とする全学組織「グローバル推進機構」を平成27年3月に
設置し、学長ガバナンスとリーダーシップの発揮による全学的な
グローバル化推進の組織体制を整えた。
また、同機構の統轄下に「グローバル教育カレッジ」を創設し、教育の
グローバル化に関する様々な取組を始めており、活動拠点として
「グローバル教育カレッジ」専用の施設整備を平成27年度中に行うことを
決定している。

○ スーパーグローバル大学創成支援キックオフシンポジウムの開催
平成27年1月、先進的なグローバル化の取組を行っている英･リーズ
大学ほかの学長等を講演者に招き、熊本大学SGU構想の紹介、我が国の
グローバル教育促進に向けた連携等について意見交換を行った。

シンポジウムには、県内の大学･高校関係者、行政及び地域の一般市民を
含む約250人が参加し、SGU事業の目的･目標とその実現に対する関心と
理解が深まった。

○ 職員の国際業務スキル向上研修（ＳＤ研修）
事務職員のグローバルなスキルの高度化に向けて、平成26年度後期
に半年間の通学型語学研修を実施し11人が修了した。
また、海外派遣型の研修として1人がフィリピンにおける英語研修及び

交流協定校国際課でのインタビューを含む研修に参加し、グローバル
業務への対応力を高めた。なお、平成27年度は、グラスゴー大学等
欧米の大学でもSD研修を実施する。

〈 グローバル教育カレッジ棟（平成28年3月完成予定）〉

２．取組内容の進捗状況（平成２６年度）

〈 SGUシンポジウムに250人が参加 〉

〈 動画”Act Now!” （熊大Youtubeで公開中） 〉

〈 フィリピン大学ディリマン校におけるSD研修 〉

教育改革関連

○ 「グローバルエリート育成特別コース」の設置準備
学部教育におけるグローバル人材育成を実現するために、
「グローバルエリート育成特別コース」の設置検討を開始した。
また、国際通用性の向上や教育プログラムの体系化の観点から、
科目ナンバリングや多言語化にも対応できる新シラバスシステムを
平成27年1月から導入した。さらに、先行大学の事例を調査するとともに、
平成28年度からのクォーター制導入に向けて、検討を行った。

〈海外研修におけるポスターセッション 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ 研究大学として国際先端拠点研究・教育プログラムを推進
平成25年度文部科学省「研究大学強化促進事業」の採択を受け、
研究の国際化と研究力の強化を図るため、大学院先導機構拠点
形成研究部門内に、新たに、生命科学系、 自然科学系、人文社会
科学系の国際共同研究拠点を整備した。各拠点に配置された卓越

教授のマネジメントのもとに、海外研究者の招へい、優秀な海外若手
研究者の雇用、国際セミナーの定期的開催、海外ジョイントラボの
整備等を進めている。また、URA、国際研究コーディネーター等を

配置し、研究費獲得及び知財取得への支援、国際共同研究にかかる
イベント開催の支援、外国人研究者や留学生への事務支援など、
全学的な国際研究促進に向けた活動を実施している。

〈カナダ・アルバータ大学での 海外FD研修 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ 熊大グローバルYouthキャンパス事業
本学が蓄積したグローバル化の資産を地域社会に還元するため、
「熊大グローバルYouthキャンパス」事業を展開する。
平成26年12月には、グローバル人材及び留学について議論を深めるた
め、高大接続シンポジウム「高校生と大学生のぶっちゃけトーク！」を
開催し、熊本県内の公私立高校12校から24名の高校生が参加した。

○ グローバル教育推進のための海外FD研修

本構想で提供するグローバル科目など英語による教育に取り組む教員
支援のため、平成27年3月に本学の交流協定校のカナダ・アルバータ
大学に1週間教員を派遣し、英語による教授法等に関する現地研修を実

施した。参加者は、授業での有効な英語表現、コミュニケーション・プレゼ
ンテーション技能を学んだ。平成27年度は2週間程度の現地研修を予定
している。

○ 地（知）の拠点として地域に学び問題解決ができる人材を育成
平成26年度文部科学省「地（知）の拠点整備事業（COC)」の採択を
受け、地域に根ざした大学として、地域に学び、創造力を持って
課題解決ができる人材の育成を目指している。
平成26年度は、学長をリーダーとする「地域創生推進機構」を設置し、

教育・研究・社会貢献を柱に協力機関との連携も強化するなど、運営
体制の整備・充実を図った。また、新入生を対象とした初年次教育

では、地域の課題を知るために熊本の歴史、文化、産業、医療、環境
について広く学習できる「肥後熊本学」の導入をはじめ、地域社会と
の繋がりや地域貢献の意識を高めるカリキュラムを充実していくため
の検討を行っている。

〈 ダブルディグリー協定書を取り交わす日仏の学長 〉

○ 海外連携教育コースの拡充
ダブルディグリー･プログラム等の海外連携教育コースを拡充するため、
平成27年3月にボルドー大学（フランス）と新たなダブルディグリー協定を
締結した。また、サブサハラ･アフリカ地域の大学との交流を始めた。
平成26年度は、ルワンダ国立大学等、新たに24件の交流協定を締結し、
積極的な海外連携の強化・拡大を図った。

〈生命科学系国際共同研究拠点施設 〉

〈 高大接続シンポジウム風景 〉

＜地域ラボを活用した学生と住民によるＣＯＣ研究発表会＞



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○短期受入プログラムの充実
これまで熊本大学の海外交流協定校に在学する学部生を対象に年1回

の日本語によるサマープログラムを実施してきたが、今年度は初の試みと
して、英語によるサマープログラムとスプリングプログラムを追加し、計3回
の短期受入プログラムを実施した。
東アジア、ASEAN諸国及び米国から参加した計111名の留学生が、座

学や見学旅行等の様々な活動を通じて、日本語及び日本文化を体験した。

また、英語によるサマープログラム及びスプリングプログラムでは、留学
生と高校生との国際交流活動イベントを企画し、留学生は講義や見学旅
行で学んだことを発表し、熊本県内の高校生と英語でディスカッションを
行った。

○海外語学研修プログラムの拡充

夏季・春季休暇を利用し海外の協定校等へ学生を派遣する海外語学研
修を年間5件から8件に増加し、派遣先の拡充を行うとともに内容の差別
化を図り、学生に多様な留学の機会を提供している。

派遣先としてモンタナ大学（米国）、リーズ大学（英国）、マッセー大学
（ニュージーランド）のほか、東南アジアとしてタイの協定校も企画し、8件
合計で100名以上の学生が参加した。学生に語学のみならず各国独自の
文化に触れる場を提供することにより、異文化理解の一助となった。

ガバナンス改革関連

○グローバル科目の開設
平成27年9月より、教育のグローバル化及び学生の国際交流促進等を

担う「グローバル教育カレッジ」において、留学生と日本人学生が共に学
ぶグローバル科目（英語による教養・リベラルアーツ科目）を20科目開設し

た。主に短期留学プログラムの英語コースを専攻する学生を対象とし、延
べ74名の履修登録があった。また、自主的に授業を聴講した20名の日本
人学生と共にディスカッションを伴う授業を実施した。

○グローバル教育カレッジの体制整備

グローバル教育カレッジにて、国際公募により外国人、外国での学位取得者、外国での職務経験者等、国際経験
に秀でた教員を雇用し、スーパーグローバル事業推進による大学のグローバル化のための人員体制を整えた。
また、採用された教員が中心となり、在校生やSGH・ＳＳＨ指定校を中心とした九州地区の各高校に所属する生徒へ
向けて国際交流の機会提供を開始し、平成28年度以降のグローバル科目導入に向けた準備を開始している。

○職員の国際業務スキル向上研修（ＳＤ研修）

事務職員のグローバルなスキルの高度化に向けた研修として、通学型
語学研修（半年間）、テーマ型のビジネスライティング研修、異文化コミュ
ニケーション研修を開講し、計54人が受講した。

また、実践力を高める海外派遣型の研修を行い、英国グラスゴー大学等
において、自らの企画に基づくインタビュー型研修1人（4週間）、フィリピン
における英語研修1人（2週間）、海外留学フェア等での業務研修5人が参
加した。この他、e-learning型TOEIC講座、TOEIC試験の受験補助等に
より、外国語力基準（TOEFL-iBT80点相当以上）を満たす職員数が38人
となった。（平成28年2月末現在）

３．取組内容の進捗状況（平成２７年度）

〈 英語によるサマープログラムを実施 〉

〈 ニュージーランドでの研修プログラム 〉

〈 グラスゴー大学におけるSD研修 〉

〈 グローバル科目での授業風景 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○教育のグローバル化への制度整備
柔軟な学事暦により日本人学生の海外留学、留学生の受入の拡大を促進するため、平成28年度から教養教育

におけるクォーター制を導入し、平成31年度までに全学に導入することを決定した。また、授業科目にナンバリング

コードを附番して、各教育プログラムにおけるカリキュラムの体系性を明示し、ナンバリングコードを新シラバスシス
テムに反映することとした。さらに、教育システムの国際通用性の向上のため、海外からも閲覧することができるシ
ラバスシステムの運用を開始した。Web上で英語版シラバスが公開されることで、本学から海外の大学へ留学する
場合、また、海外から本学へ留学する学生の履修指導や単位認定に活用することが可能になった。

○グローバルYouthキャンパス

熊本県内の高校生を対象に、サマープログラム及びスプリングプログ
ラムに参加している交流協定校の留学生と交流する機会を設け、高校
生とプログラムに参加の外国人留学生が交流を深めた。
また、８月のオープンキャンパスでは「熊大グローバルYouthキャンパ

ス サマー・フェスタ」を開催し、九州内の30校以上の高校から100人を超

える高校生が参加した。交換留学経験のある在学生による留学体験発
表や国際交流ゲーム、オーストラリアへ交換留学中の日本人学生との
Skypeを通じたセッションが行われ、外国人留学生や留学経験者と交流
した。
年間8件のイベントに384名の高校生が参加し、熊本大学での留学プ

ログラムや留学について興味を深める機会となった。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○平成29年度「グローバルリーダーコース」を設置

国際的に活躍する学生を育成する「グローバルリーダーコース」の設
置を決定した。平成29年度に募集する学部及び定員数は、文学部・法
学部・理学部が各10名、工学部が20名である。
このコースでは、4学部の連携・協力のもと、独自の教育プログラム

であるGOKOH School Programを提供する。
学生は、入学後2年間は英語による授業や専門科目の履修、海外留

学などを通して、国際的に活躍できるコミュニケーション力や専門基礎
力を養成。3年進級時に希望する学科・コースを選び、多様な価値観を

理解できる豊かな教養と国際感覚をベースに高度な専門的能力を習
得する。
なお、28年度は、より具体的なカリキュラムの検討及び入学前教育

を実施する。

○海外連携教育プログラムの拡充

協定校・交流パートナー校を開発、活性化し、日本人学生に対するグ
ローバル教育環境の整備・強化、海外からの優秀な留学生確保など質
の高い学生交流の枠組みを開発・確立するための取組を実施した。
平成27年度にはインドネシア大学等、新たに40件の交流協定を締結、

自然科学分野で４大学とダブルディグリー協定を締結した。また、協定
校から教員を招へいし、工学、薬学、医学領域の大学院生を対象に国
際シンポジウムやセミナーを実施し、国際共同研究を基盤とした教育を
提供した。更に、国際先端医学研究機構（IRCMS）ではインターンシップ
学生受入プログラムを実施し、7ヶ国8名が参加し、高度な実験手技習
得を目指し研究に取り組んだ。

○国際先端研究拠点における国際的な研究ネットワークの構築

生命科学系国際共同研究拠点の下に研究組織を戦略的に統括す
る国際先端医学研究機構(IRCMS)を設置した。国際セミナー・シンポ

ジウム等により世界から一線級の研究者を招聘するとともに、国際公
募を通して優秀な先導的若手研究者の発掘・育成を行った。

また、自然科学系研究拠点においては、各研究グループ単位におい
て海外研究機関との間で計14件の国際共同研究の覚書を交わし、研
究者間における国際研究ネットワークが推進された。

教育改革関連

〈 GOKOH School Program 〉

〈 グローバルYouthキャンパスには多くの高校生が参加 〉

〈インターンシップ中の学生 〉

〈 IRCMSにて国際セミナーを開催 〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 大学の国際化のためのグローバル教育カレッジの活動

英語による教養教育科目（グローバル科目）を全学の教養教育に正式に導入し、平成２７年度の２０科目から３１科目
へ拡充し、延べ６１２名の履修があった。学生の英語力向上のための授業外英語活動イングリッシュ・トークモンを開始
し、年間約５２０名の学生が参加した。学生の海外留学促進のための取組であるIELTS講座を年間２回から４回実施に
拡充し８５名（昨年度３８名）が参加した。また、熊本県内初のIELTS団体受験を本学で２回実施し、４０名が受験した。
た、官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムについては、平成２９年度前期（第６期）

の募集（平成２８年７月～１０月）から、本制度に採択され、すでに留学を終えたトビタテ生にも協力を仰ぎ、書面審査及
び面接審査対策の体制を整えることで、過去最多の１０名が採択された。

ガバナンス改革関連

○ 熊本大学グローバルアドバイザリーボードの開催

本事業の外部委員会として、第１回目の「熊本大学グローバルアドバイザリーボード」を平成２９年１月２７日に開催。海
外大学からの外国人委員２名を含む５名の学外委員を迎え、本事業の進捗状況と本学のグローバル化のための課題
について意見交換を行うとともに、今後の取組推進に向けて多くの有益な助言を得た。また同日、委員会終了後に本
事業の「熊大グローバルYouthキャンパス」事業の一環として、外国人委員2名による一般向けの特別セミナーを開催し

た。セミナーでは、地域の高校生、高校教員、教育関係者、本学の学生･留学生等を対象に、異文化理解、グローバル
体験とキャリアの形成等についての講演が行われ、約１６０名の参加者を集めた。

○ 海外拠点の増加

本学の重点地域であるサブサハラ地域に「熊本大学スーダンオ
フィス」を設置し、当該地域における本学の海外広報と薬学分野
における現地派遣プログラムの実施の準備を整えた。また、国
立六大学国際連携機構の枠組みの下で、オランダ・ライデンに
「国立六大学欧州事務所」を設置し、オランダをはじめとした欧
州全域における本学のプレゼンス向上と、今後の学術・学生交
流への足掛かりとした。

さらに、中国・上海市において、中国人の元留学生を中心に、本
学の海外同窓会の一つとなる「熊本大学中国校友会」が設立さ
れ、中国における本学同窓生のネットワークを活用した大学の
活動を活発化させる体制が整った。

教育改革関連

○ 熊本大学グローバルリーダーコース（GLC）

地域の問題をグローバルな視点で考え、果敢に行動できる人材の
獲得のため、アドミッション・オフィス入試により、グローバルリーダー
コースの学生４８人を選考した。
その後入学予定者に対し、入学までの５ヶ月間Pre-GOKOH 
School Program(入学前セミナー)を実施した。本プログラムは入学
後のグローバル教育を見据えたもので、本学のe-learningシステム
を利用したWeb上での学修と、大学に来て受講するスクーリングを
行った。また、入学後のカリキュラムであるGOKOH School 
Programの詳細を策定した。このカリキュラムはグローバルリーダー

に必要な能力及び専門基礎力を学ぶ｢グローバル学修プログラム｣
および、グローバルに活躍できる資質能力を身につける｢グローバ
ル課外教育プログラム｣から構成される。特にグローバルリーダー
コースの特色である｢グローバル課外教育プログラム｣は、授業だけ
では修得が難しい国際対話力、情報発信力、創造的知性、リーダー
シップの養成を目指している。

〈 「熊本大学中国校友会」設立式典 〉

４．取組内容の進捗状況（平成２８年度） 【熊本大学】

〈Pre-GOKOH School Programの様子 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組（タイプBのみ）

○ 熊大グローバルYouthキャンパス事業
熊本県内のSSH指定校の生徒が様々な科学的研究テーマについてポス

タープレゼンテーションを行い、熊本大学の留学生が研究方法や結果につい
て英語で質疑応答を行った。また、SGH指定校にも留学生を派遣し、英語論

文チェック指導の協力を行った。 その他、南阿蘇など県内の遠隔地に留学
生を派遣し、小中高生を対象とした国際交流事業を実施し、地域のグローバ
ル化に貢献した。 学内では、夏目漱石の俳句を英語で詠む「Soseki Global 
Cafe」を開催したほか、「Go Global Seminar」では、高校生のキャリア教育と
して世界で活躍する人材による講演を行った。

上記を含め、平成２８年度実施した１２件のイベントには４９９名の高校生が
参加した。

○ 国際先端研究拠点の強化

平成２８年４月、熊本大学の自然科学分野の研究組織を戦略的に統括し、
国際先端研究の実施、国際共同研究の推進、自然科学系研究拠点の育成
及び再構築、テニュアトラックを基本とする人事制度のもと先導的若手人材
の発掘育成、併せて世界トップクラスの研究機関とも連携し、世界一線級の
特徴的な研究の伸長と新たな領域の先鋭化、更に部局の枠を超えた融合
研究を推進することを目的として国際先端科学技術研究機構（ＩＲＯＡＳＴ）が
設置された。今後、国際セミナー・シンポジウム等により世界から一線級の
研究者を招聘等の活動を通して自然科学分野の研究力をなお一層強化し、
平成２７年に設置された国際先端医学研究機構（ＩＲＣＭＳ）とともに世界を
リードする新たな分野の創出に向けて先導的国際研究拠点を形成すること
を目指す。

■ 自由記述欄

○ 熊本地震発生時の留学生の活動

平成２８年熊本地震発生後、一時避難所として、開放された本学
の体育館においては、学生ボランティアによる避難所の運営が行
われた。留学生もボランティアに参画し、連絡事項の外国語対応
等様々な支援を行った。

また、グローバル教育カレッジオープン教育センターの主催により、
留学生が中心となって外国語と日本語レッスンや書道、折り紙、ヨ
ガ、アートセラピー、トルコとポーランドダンス、映画等の様々な活
動を提供した。この活動は、被災した本学学生や地域の方々を元
気づけたいとの思いから、留学生とグローバル教育カレッジの教
員により実施されたものであり、熊本大学の学生のほか、避難さ
れていた地域の方々も多数ご参加をいただき、開催された４日間
の参加延べ人数は合計２６９名であった。

〈 震災発生時のボランティアによる支援 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

〈大学教育統括管理運営機構の設置 〉

○ 大学教育統括管理運営機構の設置

入試、全学共通教育、教育評価を統括管理し、大学教育の質の向上お
よび質の保証を確実に実行するための改革・改善を断行する組織とし
て、平成２８年６月に「大学教育統括管理運営機構」を設置した。

大学教育統括管理運営機構において、教養教育の実施体制を再構築
するとともに、平成２９年度以降の教養教育を教育の質保証の観点か
ら見直しを行い、留学生と日本人学生が共通な言語で学ぶ科目区分
「Multidisciplinary Studies」を新設し、外国人教員が中心に担当する英

語による授業科目１３科目２５テーマの開講を決定するなどリベラル
アーツを中心とする教養教育に改編した。その他、教養教育における
クォーター制の部分的導入（平成２９年度から本格導入）、グローバル
リーダーコースにおけるAO入試・入学前教育の実施及び教育プログラ

ムの構築において、先導的な役割を果たし、グローバル化に向けた教
育改革を実施した。

【熊本大学】

〈SSH高校生の英語によるプレゼンテーションにコメントする留学生〉

〈海外からの招聘研究者が学長を表敬訪問〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 海外同窓会の設立に向けた準備
平成30年3月ベトナム・ハノイにおいて同窓会を開催し、本学で3番目
の海外同窓会となるベトナム同窓会組織の設立にむけた準備を行った。

ガバナンス改革関連

５．取組内容の進捗状況（平成２９年度） 【熊本大学】

〈 日本語講座の様子 〉

〈 ベトナム・ハノイ同窓会 〉

○ 国際的な広報活動
本学の日本語版Webの「教育情報の公表」ページの英語化を行い、
英語版大学Webページへ掲載した。
また、日本人学生向けの留学促進動画を作成し、日本人学生の海外
留学者数の増加を目指すとともに、海外交流協定校の学生向けに本学
をPRするポスターを作成し、海外交流協定校へ配付することにより、
留学生受入増加に向けた取り組みを行った。

○ 地域へのグローバル教育の発信・波及
平成30年3月「大学のグローバル化と地域に根ざしたグローバル人材
育成」と題し、熊本大学スーパーグローバル大学創成支援事業シンポ
ジウムを開催した。地域のグローバル化を取り巻く状況での様々な課題
解決に向けての情報共有と意見交換を目的として開催。第1部では本学
の取り組みと今後の展開、特徴的な取り組みを紹介するとともに、第2部
では国内他大学から3名の講師を招き、各大学の地域におけるグローバル
人材育成の先導的な取り組みをテーマに講演いただいた。県内外の高
校、大学、企業から100名以上の参加があり、地域への本学の取り組み
と成果をアピールすることができたと同時に本学のグローバル化の
取り組みを地域へ波及させる効果が期待できる。 〈 熊本大学スーパーグローバル大学創成支援事業

シンポジウムの様子 〉

○ 地域の外国人への日本語コースの開講
留学生や外国人研究者及びその家族が日本で生活するために必要な
日本語の基礎を学ぶ機会を提供するため、10名の受講者に対し全12回
の初級日本語講座を実施した。これまでは留学生の大学院生や外国人
研究者に限定した初級日本語講座を実施していたが、今回から家族
にも門戸を広げ、新規に渡日したばかりの留学生や研究者の家族も
初級日本語を学べるようになった。今年度は、10名の受講者のうち5名
が家族の参加であった。

○ 学生・留学生の流動性の向上
熊本大学の海外交流協定校に在学する学部生を対象に、7月にサマー
プログラムの英語コースに68名を受け入れ、平成30年2月にスプリング
プログラムの英語コースに44名及び日本語コースに7名を受け入れ、
留学生の受入増加を図ることができた。
本プログラムにおける日本人学生との交流により、日本人学生の
グローバル化への相乗効果も図ることができた。
また、各プログラムの中で、本学への留学のための方法・手続き等を
説明することにより、本学正規生や短期留学プログラム生としての
入学を促した。

〈 スプリングプログラム英語コースで高校生と交流 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組（タイプBのみ）

■ 大学独自の成果指標と達成目標

〈 ロールモデルカフェの様子 〉

【熊本大学】

教育改革関連

〈 海外短期留学でのフィールドワークの様子 〉

○ グローバルリーダーコース（GLC）の取り組み
独自のカリキュラムであるGOKOH School Program（「グローバル学修
プログラム」と「グローバル課外教育プログラム」）を実施した。とりわけ
「グローバル課外教育プログラム」では、GLC Foundation Seminar（毎週
開催）、合宿研修（6月）を実施し、加えて、海外インターンシップを地元企業
と連携し、8月に行った。参加した6名は、中国の香港で開催されたビジネス

エキスポにて、来場者へ商品を説明することで英語力を磨くことができた。ま
た、新たにグローバルリーダー養成のための海外短期留学プログラムを複
数企画した。そのうち、インドネシアにて2月に実施したプログラムでは、20名
の学生が参加した。本プログラムは語学研修とは異なり、フィールドワークを
中心として行う独自の内容であり、参加者は主体的に課題に取り組み、リー
ダーシップの資質を伸ばすことができた。

○ 熊大グローバルYouthキャンパス事業
SSH・SGH指定校が実施する研究テーマ別のプレゼンテーション、ポスター
プレゼンテーション等に教員及び留学生を派遣し、高校生183人に対し英語
による実践的な指導を行った。
国内外でグローバルに活躍する社会人のライフストーリーを通して自らの
未来を描くロールモデルカフェ、海外の留学生を対象に実施するサマー
プログラム及びスプリングプログラムで留学生と英語で交流するMeet & 
Greet、オープンキャンパスでの英語による授業を体験するSummer Festa、
学園祭でラフカディオ･ハーンの英語演劇を披露したSoseki Global Café等
を実施し、高校生297人に英語を通した様々な国際交流体験を提供した。
その他の取り組みとして熊本市内の中学校が実施する国際交流イベント等
に教員・留学生を派遣し、中学生79名と英語による国際交流を行い、地域
の早期グローバル教育に貢献することができた。

○ 海外連携教育コース
海外連携教育コースとしてのダブルディグリープログラム等の開発のための学内支援事業を7月、1月に実施。7月、1
月ともに5件ずつ計10件の補助を行い、平成29年度は海外連携教育コースを新たに2コース増設し、計16コースとなっ
た。これにより多彩な教育プログラムの提供が可能となり、学生のモビリティを向上させる環境が充実した。

○ 外国人留学生への就職支援
外国人留学生の日本国内への就職支援のため、「留学生就職推進室」を
設置。実践的なビジネス日本語教育、地域や国内で働くことの理解を深める
キャリア教育、就職に必要なスキルを取得する各種講座、電子カルテによる
留学生の個別就職指導等を実施している。また、留学生が自主的に企業・
就職情報を収集し学習できるキャリアトレーニングスタジオやラーニング
コモンズ（交流学習室）等の環境整備なども行っている。今後、更に熊本県
や県内経済団体等との連携を進め、留学生向けのインターンシップや企業
関係者との交流会等の機会も増やしていく予定である。

〈 キャリアトレーニングスタジオでの就活指導 〉

○ 教育のグローバル化への制度整備
教育のグローバル化を推進するため、学期の設定について、学則の
改正及び学事暦の変更等を行い、「4ターム＋夏季1ターム」の
「4＋1ターム制」を整備した。
これにより、授業科目の特性に応じて最も教育効果のあるターム
（授業期間）設定が可能となった。また、海外大学の夏季休暇を利用した
短期留学生の受入や、日本人学生についても、夏季休暇期間を利用
することで、学期中の授業を欠席することなく短期留学が可能と
なったほか、学修期間の短縮や大学院への早期入学が可能となった。

〈 4＋1ターム制への移行 〉


	SGU-B10-熊本大学（日本語）
	SGU-B-熊本大学（日本語版）

